
57

自営業者のバーンアウトと個人的企業家志向性

東洋大学　山本　　聡
福岡女学院大学　藤村まこと

１．問題意識と本論文の貢献

本論文の目的は日本の自営業者のバーンアウトの決定要因を明らかにすること
である。本論文の独自性は，国内自営業者を対象にバーンアウト研究とアントレ
プレナーシップ研究の接続を企図し，個人的企業家志向性（IEO：Individual-
level Entrepreneurial Orientation, De Jong et al., 2015）を説明変数にすること，
中小企業の被雇用者との比較すること，の二点である。自営業者とは「自ら事業
を営む」という働き方を選択した人々のことで，広義には中小企業経営者や起業
家も含む。自営業者は一国全体および地域の経済・雇用の基盤と言える。よって，

「自営業者がどのように働いているのか」，「被雇用者の働き方とどのように異な
るのか」といった問いへの解答は中小企業経営論や中小企業政策の関心事項とさ
れてきた。既存の自営業者の職務満足が高ければ，後に続く起業家が現れやすく
なる。そのため，地域あるいは一国全体の開業率が向上することになる。その先
には経済成長や社会変容が現出するだろう。こうした論理に基づけば，自営業者
や起業家の職務満足に関する研究は，学術的にも社会的にも意義がある。

実際に，自営業者や起業家の職務満足に関する研究や調査は数多く存在する。
例えば，小規模企業白書2020年度版では自営業者の仕事・生活に関する満足度，
すなわち，職務満足の程度が被雇用者と比較されながら提示されている。一方，
全ての就業者は職務満足と対局するかたちで，ストレッサー（Stressor）を有す
る。これは自営業者も同様である。ストレッサーとは，就業者が「就業状況ない
し体験に関し，それらが自身にとって，有害か否かを評定」した上で，「有害と
評定された就業状況ないし体験」のことである（小杉・大塚，1999，p.63）。就
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業者はストレッサーを一定程度，蓄積することで，自営業者・被雇用者の別なく，
ストレス反応としての「バーンアウト（Burn out：燃え尽き症候群）」を引き起
こすことになる。そして，バーンアウトの延長線上には，身体的・肉体的疾患，
あるいは過労死や自死といった負の事象が生じることになる。

自営業者は被雇用者と比べて，就業時間や就業場所の自由が効くとされてい
る。そのため，自身の就業に関するストレッサーを対処方略（Coping）しやす
いと考えられている。一方，自営業者は被雇用者とは趣を異にする種々の就業環
境や就業体験に相対しなければいけないとも言える。例えば，自営業者には長時
間労働が生じやすかったり，同僚がいないため孤独感を抱きやすかったりする。
また，公私の境界が不明瞭になるし，自社の経営業績と自身の生活の良し悪しが
より深く結び付くことにもなる。厚生労働省『平成29年度 過労死等防止対策白
書』では，自営業者の業務関連のストレッサーや悩みの実態を解明する必要性が
指摘されている。当該白書では，少なくない数の自営業者が自社の「今後の事業
展開」や「売上・業績，資金繰り等」といった，被雇用者とは異なる特有のスト
レッサーに直面し，バーンアウトを起こしていると示唆されている。

それでは，自営業者のバーンアウトの高さ/ 低さはどのように決定されるのだ
ろうか。本論文の主たる問題意識はこの問いにある。中小企業経営論，そしてア
ントレプレナーシップ研究の文脈から，自営業者のバーンアウトを論じた研究は
国内外でいまだ少ない。特に日本の自営業者を対象にした研究は希少である。以
上より，本論文では，IEOと企業家的ストレッサーというアントレプレナーシッ
プの正と負の両面（Lerman et al., 2021）に着目して，自営業者のバーンアウト
の決定要因を分析する。

２．既存研究の整理と仮説

バーンアウトとは職務上のストレス症状であり（久保，2007），就業者の業務
パフォーマンスと関連付けられる代表的な概念・尺度の一つである（Maslach 
and Leiter, 2008）。バーンアウトは，感情的疲弊感（Emotional Exhaustion），
冷笑的態度（Cynicism），職務効力感（Professional Efficacy）の減退の三つの要
素から構成されている。Freudenberger（1974）は米国の無料診療所や治療共同
体といった過酷な職場の被雇用者が往々にして，ストレス症状から「うまく働け
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なくなる」ことに着目した。これが，産業・組織心理学におけるバーンアウト研
究の始まりだとされている。そのため，バーンアウト研究では長らく，看護師を
始めとする医療従事者が主たる分析対象となってきた（Cordes and Dougherty, 
1993）。その後，バーンアウト研究は金融機関やホテル，通信会社など多様な業
界の被雇用者を分析対象としながら発展していった（Lubbadeh, 2020）。久保

（2007）でも，顧客にサービスを提供するヒューマンサービス業の就業者にバー
ンアウトが数多く発生すると指摘されている。

近年のバーンアウト研究は，被雇用者を対象にした研究蓄積を自営業者にも援
用することで，アントレプレナーシップ研究あるいは中小企業研究との結節点を
有するようになっている。Benz and Frey（2004）やSchneck（2014）では欧米
自営業者，被雇用者に対する質問紙調査を基にして，自営業者は被雇用者よりも
幸福感が強いこと，当該幸福感は自営業者の職務自律性（Job Autonomy）およ
び職務創造性（Job Creativity）の高さに由来することを示している。すなわち，
自営業者は好きな仕事を好きなようにできるため，幸福感が高くなるのだとされ
ている。例えば，Fujino et al.（2005）では，自営業者は被雇用者よりもストレ
スを感じる程度が有意に低いとしている。その結果，自営業者は被雇用者に比べ
て，ストレスの影響が大きい脳血管系の疾患による死亡リスクが有意に低くなる
としている。以上より，バーンアウトに関しては，自営業者と被雇用者の比較が
重要な視点になる。したがって下記の仮説を設定する。

仮説１　自営業者は中小企業の被雇用者よりもバーンアウトは低くなる

一方，既存研究では，自営業者の職務特有のストレスも指摘されている。例え
ば，自営業者が自身の就業状況を評定し，ストレッサーとストレス反応に我慢で
きなくなったとき，事業からの撤退や廃業を選択する（Zhu, Burmeister-Lamp 
and Hsu, 2017）。そして，Kollmann, Stöckmann and Kensbock（2018）は後述
する企業家的ストレッサー（Entrepreneurial Stressor）が，自営業者の回復力
と幸福感に負の影響を与え，ストレス反応としての不眠症を発生させること，企
業家的経験（Entrepreneurial Experience）が不眠症を抑制することの二つを示
した。したがって，自営業者のバーンアウトに対する企業家的ストレッサーの影
響を検討することも重要になる。よって，以下の仮説を設定する。
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仮説２ 　企業家的ストレッサーが高いほど，自営業者 / 中小企業の被雇用者の
バーンアウトは高くなる

Taris et al.（2008）では，自営業者がバーンアウトと心身の不調に耐えながら，
ワーカホリック的に就業していると指摘している。Wach et al.（2021）では，自
営業者が日々のストレスからどのように距離を取り，どのように心身の疲労を回
復し，幸福感を堅持しているのか，そのプロセスを日記データから分析している。
Hsu, Shinnar and Anderson（2019）では，自営業者が企業家的ストレッサーと
バーンアウトに相対することで，自身のキャリアを後悔するようになり，事業か
らの撤退や廃業を選択するようになるとしている。これらの研究では，仕事と家
庭の葛藤（Work-Family Conflict）がバーンアウトに影響を与えることも示され
ている。よって以下の仮説を設定する

仮説３ 　子供がいないときよりも，子どもがいるときの方が，自営業者 / 中小
企業の被雇用者のバーンアウトは高くなる

以上のように，企業家的ストレッサーとバーンアウトは，自営業者の就業と結
果としての幸福感に大きな影響を与えることが種々の既存研究で示されてきた。
こうした中で，バーンアウト研究とアントレプレナーシップの結節点をより強く
見出した研究が，Fernet et al.（2016）である。Fernet et al.（2016）はフラン
スの中小企業経営者を対象として，企業家的ストレッサー，職務孤独感（Job 
Loneliness）， そ し て， 組 織 レ ベ ル の 企 業 家 志 向 性（EO：Entrepreneurial 
Orientation, Covin and Slevin, 1989）を用いて，バーンアウトの決定要因を分析
した。EOは，企業のコーポレート・アントレプレナーシップの駆動力であり，
組織風土としてのリスク志向性，革新性，先駆的・能動的な行動姿勢の３つのサ
ブ要素から構成されている。企業におけるEOの高低と経営パフォーマンスの高
低の間に正の有意な相関関係があることがおおよそ実証され，EO‐パフォーマ
ンス・モデルと銘打たれている（Andersén, 2010）そして，中小企業経営者の属
性を性別，年齢，経営者暦，企業規模からコントロールし，企業家的ストレッサー
とバーンアウトの間に職務孤独感が媒介変数として介在すること，組織レベルの
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企業家志向性が職務孤独感とバーンアウトの間に調整変数として介在すること
を，調整媒介分析から明らかにした。本論文ではFernet et al.（2016）を参照し
つつ，組織レベルではなく，冒頭で示したIEOを説明変数として用いる。IEOは
企業経営者や従業員の個人レベルのアントレプレナーシップの駆動力を示したも
ので，彼我のリスク志向性，革新性，先駆的・能動的な行動姿勢から構成されて
いる。よって，個々の自営業者と中小企業の被雇用者のバーンアウトの決定要因
を企業横断的に比較するという本論文の分析枠組みにより適合している。

なお，Fernet et al.（2016）は孤独感として，「どのくらい，孤独感や寂しさ
を感じているか」という１項目の質問を設定している。しかし，社会的孤独感の
議論を援用すれば，職務孤独感は「親しい同僚がいない」といった身体的孤独感

（Physical Isolation）と「仕事の情報を十分に得られない」などの情報的孤独感
（Informative Isolation）の二つに分類できる（Orhan, Rijsman and Dijk, 2016）。
自営業者と被雇用者の就業状況の差異を鑑みれば，職場での感情的対立による情
動葛藤および仕事上の意見対立から生じる職務葛藤のストレッサーの影響も検討
する必要があるだろう（Jehn, 1995）。これらは本論文独自の視点であり，以下
の仮説を設定する。

仮説４ 　IEOが高いほど，自営業者 / 中小企業の被雇用者のバーンアウトが低
くなる

仮説５ 　身体的孤独感や情報的孤独感が高いほど，自営業者 / 中小企業の被雇
用者のバーンアウトが高くなる

仮説６ 　情動葛藤や職務葛藤が高いほど，自営業者 / 中小企業の被雇用者の
バーンアウトが高くなる

Fernet et al.（2016）により，自営業者のアントレプレナーシップ研究とバー
ンアウト研究の接続の緒がつけられた。しかし，日本の自営業者の企業家的スト
レッサーとバーンアウトに関する研究は希少である（尾久, 2016）。日本の自営業
者を分析対象とすることは学術的にも政策的にも意義がある。そのため，既存研
究の成果を踏まえ，本研究の仮説を検証し，自営業者におけるバーンアウトの決
定要因を分析する。
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３．方法

調査対象者
日本の自営業者および中小企業の被雇用者（一般社員）2163名。中小企業か否

かは従業員数300人以下か否かで判断した。本論文では，株式会社クロスマーケ
ティングのモニター会員に対して，オンライン調査を実施している。対象となっ
たのは，自身の職業を自営業者（経営者，役員）あるいは中小企業の会社員（一
般社員）とした回答者である。より具体的には，日本の自営業者1500人と比較対
象としての中小企業の被雇用者1500人にオンラインの質問紙調査を実施した

（2022年３月，福岡女学院大学倫理審査 承認番号2103）。オンライン調査では回
答の質を高めるために，DQS 項目（例：この項目は「ほとんどそう思わない」
を選択して下さい）を設定し，適切に回答しなかった回答者をサンプルから除い
た。自営業者（役員）とした回答者も除外した。その結果，分析対象者は2,116
人（自営業者1058人，中小企業の被雇用者1058人，平均年齢51.867歳）となった。
回答者全員に対し，当該オンライン調査の学術研究利用の許諾を得ている。

実施期間
本オンライン調査の実施期間は2022年３月19日から３月22日まで。

質問項目
下記の尺度は全て英→日→英のバック・トランスレーションを行って使用した。

①バーンアウト尺度（久保，2014）田尾（1987）による尺度をもとに概念妥当性
の検討がなされた「日本版バーンアウト尺度」を用いた。感情的疲弊感（５項
目）は心身ともに疲れ果てて何もしたくないという感情や気分であり，冷笑的
態度（６項目）は顧客や同僚に対して，思いやりの無くなった態度を示す。職
務効力感の減退（６項目）は，仕事に喜びがなくなり，自分の職務の重要性が
低いと感じる状態を意味する。これら三つに関して，「強い否定」から「強い
賛成」の６件法にて自己評価を尋ねた。

② IEO 尺度（De Jong et al., 2015）リスク志向性，革新性，先駆的・能動的な行
動姿勢に関して，各々３項目，合計９項目を「強い否定」から「強い賛成」の
６件法にて，自己評価で尋ねた。質問項目の例として，「私は仕事の中で『リ
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スクをあえて取ろう』としている」，「私は物事が悪い方向に向かっていたとし
ても，大きな成果を出そうとして，賭けにでる」，「私は例え，周囲が困惑した
としても，まず行動し，その後に了承を得る」が挙げられる。

③企業家的ストレッサー尺度（Kollmann, Stoeckmann and Kensbock, 2018）
 「設備や備品・用品，道具が不十分だったり，不足している」，「他者からの援

助が不十分だったり，不足している」，「仕事に関係した情報が不十分だったり，
不足している」，「資金が不十分だったり，不足している」，「時間が足りない」
に関して，「強い否定」から「強い賛成」の６件法にて，自己評価を尋ねた。

④孤独感尺度（Orhan, Rijsman and Dijk, 2016）身体的孤独感と情報的孤独感の
二つを用いる。前者は「私は，職場で，他人から孤立している」など６項目，
後者は「私は，職場の人たちと会えないと，仕事の情報や知識をたくさん失っ
ていると感じる」など４項目であり，「強い否定」から「強い賛成」の６件法
にて，自己評価を尋ねた。

⑤葛藤尺度（Jen, 1996）情動葛藤（４項目）と職務葛藤（４項目）に関して，前
者は「あなたの会社 / 事業所では，メンバー間で性分が合わないことがどのく
らいありますか？」，後者は「あなたの会社/事業所では，メンバー間で進行中
の仕事に関して，どのくらい意見の不一致がありますか？」の「非常に少ない」
から「非常に多い」の６件法にて，自己評価を尋ねた。

⑥子どもの有無
⑦コントロール変数　既存研究に則り，年齢および性別，企業業績を尋ねた。

４．分析結果と解釈

調査から得られた変数の記述統計は表１に示した。表１には，各変数の信頼性
を測定するためのCronbach’s αも提示した。身体的孤独感，情動葛藤，職務葛
藤は0.9以上といずれも信頼性は非常に高い。また，IEO，企業家的ストレッサー
は0.8以上，情報的孤独感は0.8弱とこれらの信頼性も非常に良好であった。また，
平均値の差の検定から，自営業者は中小企業の被雇用者よりも，バーンアウトは
より低く，IEOはより高く，企業家的ストレッサーはより低く，身体的孤独感は
より低く，情報的孤独感はより高く，情動葛藤はより低い，職務葛藤もより低い
ことがわかる。表２では自営業者が何代目経営者なのかを示すことで，分析対象
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の実態の一端を示している。表３では，全体サンプル，自営業者，中小企業の被
雇用者の分割サンプルに対し，従属変数をバーンアウトの得点として頑健的な標
準誤差を用いた重回帰分析を行った。

表３より，IEOなど各種変数をコントロールした上で，自営業者は中小企業の
被雇用者より，バーンアウトの程度が有意に低く，この結果は仮説１を支持する
ものであった。すなわち，自営業者は好きな仕事を好きな時間と好きな場所で，
好きなようにできる傾向がより強いため，中小企業の被雇用者よりもバーンアウ

表１．各変数の記述統計
（総合 N=2116，自営業者 N＝1058，中小企業の被雇用者 N=1058）

α （SD） （SD） （SD） ｔ

年齢
子有ダミー
女性ダミー
経営業績

バーンアウト

企業家的ストレッサー
身体的孤独感
情報的孤独感
情動葛藤
職務葛藤

中小企業の被雇用者自営業者総合

 
子有ダミーはいない（0）いる（1），女性ダミーは男性（0）女性（1）。
平均値の差は自営業者－中小企業の被雇用者　*** p < .01 

表２．自営業者のプロフィール

割合（％）

創業者

二代目

三代目

四代目以降
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トが抑制されるということを示唆している。仮説２については，企業家的スト
レッサーは中小企業の被雇用者両方のバーンアウトに有意な正の影響を与えてお
り仮説は支持された。仮説３については，子供ダミーは自営業者と中小企業の被
雇用者のバーンアウト両方に有意な影響を与えていなかった。よって仮説は支持
されなかったと言える。また，女性ダミーは自営業者のバーンアウトのみを有意
に高めていた。次に，仮説４については，IEOは自営業者，中小企業の被雇用者
両方のバーンアウトに有意な負の影響を与えており，仮説を支持した。言葉を変
えれば，自営業者と中小企業の被雇用者の別なくIEOを高めることでバーンアウ
トを抑制することができるのである。仮説５に関しては，身体的孤独感と情報的
孤独感は前者が正の有意な影響を，後者が負の有意な影響をバーンアウトに与え
ていた。すなわち，自営業者 / 中小企業の被雇用者はヒトとの物理的なつながり
を欠くとバーンアウトを高める。しかし，職場での仕事の情報のやりとりから一

表３．バーンアウト得点を従属変数とした重回帰分析の結果
（頑健的な標準誤差を用いている）

β β β

年齢（対数）

子有ダミー

女性ダミー

自営業者ダミー

経営業績

企業家的ストレッサー

身体的孤独感

情報的孤独感

情動葛藤

職務葛藤

定数項

総合 自営業者 中小企業の被雇用者

*** p <.01, ** p < .05, * p < .1  

子有ダミーはいない（0）いる（1），女性ダミーは男性（0）女性（1），自営業者ダミーは被雇用者（0）自営業者（1）。  
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線を引くことは，むしろバーンアウトを抑制することになるのだと言える。この
結果は仮説を部分的に支持するものであった。最後に仮説６については，自営業
者は職務葛藤がバーンアウトを高めるが，情動葛藤に関しては，10% 水準の有意
な関係に留まる。一方，中小企業の被雇用者は情動葛藤が１% 水準でバーンアウ
トを高めているが職務葛藤とは非有意となっている。これは自営業者と中小企業
の被雇用者で職場における葛藤とバーンアウトの関係が異なることを示唆してい
る。すなわち，自営業者は被雇用者に対する職務上の葛藤を，中小企業の被雇用
者は同僚に対する感情的な葛藤をバーンアウトに結び付ける傾向があると言え
る。以上の結果をまとめると，表４のようになる。

５．結論と残された課題

本論文では「自営業者のバーンアウトの決定要因とは何なのだろうか」という
問いを設定した。その上で，自営業者の企業家的ストレッサーとバーンアウトに
関する研究成果を紐解きながら，先行研究のリサーチ・ギャップを見出すことで，
６つの仮説を提示した。そして，日本の自営業者と中小企業の被雇用者の比較を
踏まえて，自営業者のバーンアウトの決定要因を推計した。結果として，自営業
者のバーンアウトの程度は中小企業の被雇用者よりも低いこと，IEO/ 企業家的
ストレッサーがバーンアウトを抑制/惹起させること，身体的孤独感/情報的孤独
感がバーンアウトを惹起 / 抑制させること，自営業者は情動葛藤よりも職務葛藤
がバーンアウトをより高めること，中小企業の被雇用者とは葛藤とバーンアウト

表４　仮説と推計結果の照合

仮説 全体 自営業者 中小企業の被雇用者

自営業者ダミー － －
－ － － －

企業家的ストレッサー ＋ ＋ ＋ ＋
身体的孤独感 ＋ ＋ ＋ ＋
情報的孤独感 ＋ － － －
情動葛藤 ＋ ＋ ＋
職務葛藤 ＋ ＋ ＋
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の関係性が異なることを見出した。これらは既存研究のリサーチ・ギャップを埋
める知見である。主軸の変数としてのIEOは従業員だけでなく，自営業者のバー
ンアウトの程度に関しても，有意な説明変数であることも指摘できる。同時に，
自営業者と中小企業の被雇用者を比較した場合，IEOはより高く，バーンアウト，
企業家的ストレッサー，身体的孤独感，情動葛藤，職務葛藤はより低い。すなわ
ち，自営業者は中小企業の被雇用者よりもより企業家志向的かつよりストレスレ
スに就業しているのである。ただし，情報的孤独感だけはより高くなる。

実務上のインプリケーションとして，以下の三点を提示する。第一に，少なく
とも中小企業の被雇用者と比較した場合，自営業者がよりストレスフルだとは言
えないことである。これはFujino et al.（2005）の研究成果とも整合性を有する。
こうした知見は起業促進につながると言える。第二に，自営業者は自身のIEOを
高めることで，バーンアウトを乗り越えられるようになる可能性が示された。第
三に，自営業者は孤独感を大枠で捉えるのでなく，身体的孤独感と情報的孤独感
に識別し，前者を回避，後者を受容することでも重要になる。そして，第四に，
自営業者は従業員との間で生じる職務葛藤を回避する必要がある。これらの成果
と知見は，バーンアウト研究およびアントレプレナーシップ研究に対するリサー
チ・ギャップを踏まえた新たな貢献の提示だとも言える。

なお，本論文には残された課題が幾つか存在する。一つ目として，バーンアウ
トがどのように職務満足や心身の疾患の先行変数となるのかを解明する必要があ
る。バーンアウトが高じれば，不眠症や脳血管障害などが生じやすくなることは，
既存研究からも明らかである。第二に，本論文では重回帰分析を用いた。しかし，
変数を絞った上で，共分散構造分析により，変数間の相互関係をより精緻に分析
することも必要だと言える。第三に，自営業者の比較対象として，大企業の被雇
用者の分析も行う必要がある。第四に，創業者か承継者かなど，自営業者の属性，
業態や業種をより精緻に分析する必要がある。第五に本論文では職務と家族の葛
藤を，子供の有無で識別した。この点に関しても，より精緻な分析が必要になる。
以上を本論文の残された課題とする。

〈謝辞〉本稿はJSPS科研費19K01872「中小企業の海外市場参入プロセスにおける
従業員の企業家行動の促進・阻害要因と自律性」（基盤研究C：代表者 山本聡）
の助成を受けた成果の一部である。
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